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歩行者や自転車利用者が注意したいポイント
・反射材等を使って自身の存在を知らせる

～～～～～団地内の迷惑駐車～～～～～
　団地内での無断駐車がまだまだ見受けられます。

　今年も残りわずかとなりましたが、12月は仕事や帰省、年末年始の準備などせわしく運転するドライバーが
多く、わずかな運転ミスが重大な事故に発展する可能性があります。また１年のなかでも最も事故が多くなっ
ております。
　以下の点に注意して新しい年を迎えましょう！

**********交通安全を心がけましょう！**********

・ヘッドライトは早めに点灯させる。
薄暗い夕暮れ時は視認性が悪くなるため、他のクルマに自車の存在を知らせることが効果的で
す。早めにヘッドライトを点灯させると周囲のクルマに対してしっかりと自車を認識させることができ
ますので、他の車から見落とされて事故に巻き込まれてしまうといった危険性が減ります。
また、ヘッドライトを点けることで歩行者・自転車に早く気づけるだけでなく、歩行者や自転車にクル
マが近づいていることを知らせる役割も果たせるでしょう。

・車間距離は十分にとりましょう。
12月は何かと忙しくなることが多く、不十分な車間距離や速度超過、急な方向転換など不安全な運
転をするドライバーも多くなります、最近はあおり運転などのトラブルもあります。
　また、歩行者においても急に道路を横断してくるなど危険な行動をとることがあります。
　それらを防ぐためには十分な車間距離をとりましょう。

　薄暗い夕暮れ時から夜間または早朝にかけて、目立ちにくい服装（黒いコート等）を着用するとク
ルマなどからは歩行者や自転車利用者が見えにくくなるため、事故に巻込まれてしまう可能性が
高まります。回避をするためには自身の存在を周囲に認識させることが重要ですが、そこで効果的
なのが、反射材等の活用です。警察庁によると、反射材を付けている部分はクルマのドライバーか
ら見ると光っているように見えるため、付けていない人よりも付けている人の方がクルマから発見し
てもらいやすくなるそうです。

みずほ団地内は道幅がせまいところが多く、そのような場所にク
ルマをとめると見通しが悪く危険なだけでなく、緊急自動車などの
通行の妨げになります。
　また、空いているからといって自治会館に駐車しているクルマも
ちょくちょく見かけます。
迷惑駐車を見かけたら役員に相談してください。

みずほ団地自主防ニュース


